
平成 25 年度 

一般社団法人日本臨床心理士会臨床心理センター講座 

                             

 

 
 

 

講座の内容等：  

既出の「学童期」及び「乳幼児期の発達障害への理解と具体的な支援」の講座では、発達障害の

概論と長期展望のもとでの早期支援の重要性についてお話しています。この講座では、その内容

を踏まえ、いくつかの事例について、基礎調査票をどのように使用して支援を考えていったらよ

いかを話し合います。また、対応の難しい保護者へのかかわりについてもお話しする予定です。 

 

参考図書： 「発達障害に気づいて・育てる完全ガイド」 黒澤礼子 講談社 

     「幼児期の発達障害に気づいて・育てる完全ガイド」 講談社 

     「赤ちゃんの発達障害に気づいて・育てる完全ガイド」 講談社 

 

講  師：黒澤 礼子  法政大学 講師（心理学） ・ 神奈川大学大学院 講師    

            前 江戸川区子ども家庭支援センター（心理・発達専門相談員）  

              江戸川区教育委員会特別支援教育専門家チーム委員 

日  時：平成２６年１月１９日(日) １０：３０～１６：３０ 

 

場  所：文京区本郷 2-40-14 山崎ビル 601 号室 

 

参加資格：臨床心理士・隣接専門職・教諭・大学院生など  定員２０名 

 

参 加 費：社）日本臨床心理士会会員および大学院生 ６,０００円 

 その他 ７,０００円 

ポイント：２ 

 

申し込み方法：①および②をお願いします。 

①週日 10:00～17:00 に電話で空席の有無をご確認の上、予約してください。 

電話番号：03-3817-6801 事務局 

②郵便局の振り込み用紙に、以下の各項目を全て記載して、参加費（会員・大学院生

6,000 円、その他 7,000 円）を振り込んでください。 

（なお、キャンセルはできませんのでご了承願います。） 

○講座番号 NO.41 発達障害（児）への支援体制づくり 

○ご氏名・臨床心理士番号・連絡先電話番号・ご所属 

○口座番号 00110-7-413679  

○口座名称 一般社団法人日本臨床心理士会 

講座 NO.41    発達障害への支援について 

－基礎調査票による事例検討と保護者へのコミュニケーションの充実－ 

 


